
令和７年度 第１１回教育研究審議会議事概要 

 

日   時 令和７年１０月１５日（水） 午後 3時 7分～午後 6時 21分 

場   所 本部棟３階 大会議室 

出 席 者 加藤敦子学長、佐藤明浩副学長、春日由香副学長(兼）図書館長、小宮文彦事務局長、小

林重雄理事、別宮有紀子学長補佐、樋口雄人学長補佐、加藤めぐみ学長補佐(兼)保健ｾﾝ

ﾀｰ長、日向良和学長補佐(兼)共通教育ｾﾝﾀｰ長、古川裕佳研究科委員長、佐藤裕情報ｾﾝﾀｰ

長、両角政彦入学ｾﾝﾀｰ長、野中潤教職支援ｾﾝﾀｰ長、鈴木健大地域交流研究ｾﾝﾀｰ長、茂木

秀昭国際交流ｾﾝﾀｰ長、上原明子語学教育ｾﾝﾀｰ長、山本芳美ｷｬﾘｱ支援ｾﾝﾀｰ長、野口哲也国

文学科長、三浦幸子英文学科長、水口潔学校教育学科長、田中里美地域社会学科長、菊

池信輝比較文化学科長、青山郁子国際教育学科長、程原由和総務課長、小俣昌寛経営企

画課長、上野剛教務課長、依田博江学生支援課長 

欠 席 者  

 

１ 開  会   加藤学長より挨拶  

 

２ 議  事 

（１）2025（令和 7）年度学部学科等の教員配置及び教員採用計画の変更について 

○加藤学長から資料１に基づき説明。→提案どおり承認。 

（２）専任教員の採用（投開票）について（英文学科・第二言語習得、英語コミュニケーション） 

○投票の結果、信任多数により承認 

（３） 専任教員の採用（投開票）について（地域社会学科・社会科教育） 

○投票の結果、信任多数により承認 

（４）専任教員の採用について（国際教育学科・教育学） 

○委員から資料４に基づき説明。→修正箇所及び注意事項が多数あるが、次回の教育研究審 

議会まで３週間あるので、１週間で書類を整備してから、２週間閲覧期間を設けるものと 

する。提案どおり承認。（2週間の閲覧期間を設け、令和 7年 11月 5日投開票） 

（５）専任教員の募集について（学校教育学科・比較教育学） 

  ○委員から資料５に基づき説明。→提案どおり承認。 

 

先に報告事項（１）地域教員希望枠を活用した教員養成大学・学部の機能強化事業について 

 ○委員から報告１に基づき報告。  

それに関連して 

 議   事 

（13）山梨県教員養成コースの導入について 

○委員から資料 13に基づき説明。→提案どおり承認。 

（14）学校教育学科入試変更について 

○委員から資料 14に基づき説明。→提案どおり承認。 

（６）専任教員の募集について（国際教育学科・教育社会学） 

 ○委員から資料６に基づき説明。→提案どおり承認。 

（７）非常勤講師担当科目コマの発議・提案について（国文学科・田中） 
○委員から資料７に基づき説明。→提案どおり承認。 

（８）非常勤講師担当科目コマの発議・提案について（国文学科・服部） 

○委員から資料８に基づき説明。→提案どおり承認。 

（11）教職課程におけるシラバス作成およびチェック方法の変更について 

○委員から資料 11に基づき説明。→提案どおり承認。 

（９）非常勤講師担当科目コマの発議・提案について（共通教育・山河） 



○委員から資料９に基づき説明。→提案どおり承認。 

（10）令和 7年度非常勤講師担当科目について（取消_第 12回） 

○委員から資料 10に基づき説明。→提案どおり承認。 

（12）ＴＩＳＰパンフレットについて 

○委員から資料 12に基づき説明。→提案どおり承認。 

（15）その他 なし 
 
３ 報  告 

   （２）リトアニア・ＶＩＫＯからの教員訪問について 

○委員から報告２に基づき報告。 

（３）その他 
 
４ そ の 他  

  ○加藤敦子学長より 11月 4日から 12 月 4日にかけて学長後期ヒアリングを予定している。 

      委員からスケジュール表をお送りするので、可能な日を記入して返信願いたい。内容は来

年度の採用承認についてお聞かせ願いたい。それ以外のことはこちらで方針を固めてスケ

ジュール表を送る時にお知らせする。 

 

５ 閉  会 

 

以 上 


